
 

 

 

 
 

 

 

生涯学び続ける人間を育てる地域へ 
―幼小中一貫教育と地域― 

校長 佐野 之人  

 皆さん、明けましておめでとうございます。おかげをもちまして今年も附中だよりを皆様のお手

元にお届けすることが出来ました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 何故「附中だより」なのか。また「附中だより」とは何なのか。やはり根本に帰って考える必要

があります。「附中だより」とは「附中」と「地域」をつなぐものです。それは何の為か。それを

考えながら、少し夢のようなものを語ってみたいと思います。 

 すでにご紹介しましたように、本校は附属幼稚園、附属山口小学校とともに「幼小中一貫教育」

をめざして努力しております。それは義務教育修了時までの教育を一貫したものと捉えて、自立し

た「人間」を育てるプログラムです。「自立した人間」とは何か。それは何か出来上がるというよ

りは、どこまでも分からない「人間」に帰って、「人間」を学び続ける身の定まった者のことです。

仕事をすること、家族を持つこと、政治に参加すること、別れ、病、最後に死と、それらを通して

我々は「人間」を学び続けます。自分がその身に生まれた「人間」とは何かを学んでいく。これを

現実の社会に出る前に「学問」等を通じて行い、「人間」を学び続ける身の定まった者（自立した

人間）を育てるのが義務教育です。 

 生涯学び続ける人間を育てるのが義務教育なのですが、現実はそうした理念とはかけ離れた状態

にあります。児童・生徒・学生は進学、資格、就職を目的とした勉強に忙しく、就職後も仕事に追

われ、「人間」を学ぶ機会がありません。定年後に何かを始めようとしても基礎がないからどうし

てよいか分かりません。自分の人生を振り返って見ると、そのつど一生懸命に生きて来たが、ただ

ただ過ぎ去ってきたという印象しか残りません。「人間」を学び続ける機会がなかったからです。 

 同じことはスポーツや文化的な活動についても言えます。学校における部活動は現実的には勝つ

ことを目的としており、行うこと自体を楽しむ機会が奪われています。就職後にそうした活動を継

続する機会もありません。定年後に生きがいや健康維持のためにスポーツや文化活動を始める人が

増えていますが、基礎や継続性の問題はどうしても残ります。 

 要するにここには「余暇」を有効に過ごす継続的な仕組み、生涯にわたって学問、スポーツ、芸

術活動を通じて「人間」を学び続ける仕組みがないのです。そうした仕組みをどこに求めるか。そ

れこそが幼小中一貫教育とコミュニティスクールの延長線上に見えてくる教育の究極的な姿、「生

涯学び続ける人間を育てる地域」という理念です。校区を中心とした地域住民が児童、生徒、学生

さらには教員、学者を育てながら、自らも生涯学び続けていく、そんな理念です。日中は児童、生

徒、学生は学校で学び、社会人は職場で働く。放課後・勤務時間後や休日には多世代、多種目・多

科目で指導者の指導のもと、ともに学び続ける、そんな姿が見えてきます。夢物語のような話です

が、いつかは実現しなければならない姿であると思います。また地域にはそれだけの活力がありま

すし、そうしたニーズも潜在的に豊富であると考えられます。また大学の附属であり、公立学校と

は異なる校区を持つ附属学校園にはさらに大きな可能性と使命があるように思います。 
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年頭の所感 
３年B組 村重 温美 さん 

私は、去年多くの人と関わる機会がありました。

特に、３年生での学年レクリエーションでは、クラ

スのチームではなく、学年でチームをつくり、はじ

めて話す人とも仲良く活動できました。去年めぐり

会った人に多くのことを教えてもらいました。相手

のよいところたくさん見つけました。それを今年は

自分のものにできるようはげんでいきたいと思い

ます。最高学年として背中で語れる先輩になるため

に凡事徹底を怠らず残り少ない時間、後輩に附属山

口中学校の伝統、誇りを伝えていきたいです。 

１年B組 田邉 優 さん 
私の好きな言葉に「成信力＝精神力」という言葉

があります。成信力とは成功を信じる力のことで

す。例えば、全校生徒の前でスピーチするとしたと

きに、堂々としていられる精神力は、その成功を信

じる気持ちからくるものだと思います。そして、そ

の気持ちは、それまでの努力からくるのだと思いま

す。私はテニスの試合で緊張しないように、日頃か

ら努力したいです。また、今年は生徒会執行部に入

ったので、新一年生が意見を言いやすい存在になれ

るようがんばりたいです。 

～新生徒会役員を紹介します～ 
生徒会長 梶川拓海君（２A） 

 僕が掲げるのは「附中維新」です。今まで、先輩たちが背中で語ってきたことを受け継ぎ、附中が新たな

活力を生み出す、実効性の高い施策を積極的に展開していきます。生徒会メンバー附中 15（フィフティー

ン）の先頭に立ち、引っ張っていきたいと思います。周りをよく見て、舵
かじ

を取りながら進む「梶
かじ

突猛進」の一

年で頑張ります！ 

副会長 黒木伸愛さん（２B） 原田仰君（２D）  議長 吉兼和諒君（２C）   

副議長 服部直人君（２B）  書記 田邉優さん（１B）  会計 大倉光琉君（２C） 

生活委員長 津田拳志郎君（２B）  学習委員長 石川灯海さん（２B） 

整美委員長 原田真拓君（２D） 保健委員長 岡村桃花さん（２A） 

放送委員長  左田亜沙美さん（２D）  広報委員長 樋本あえ佳さん（２A） 

図書委員長 吉長陽香さん（２B）  情報技術委員長 岸田真佑希君（２B） 

 

〇迎春準備ではたいへんお世話になりました 
昨年１２月２７日に２年生が迎春準備を行いました。今年度は保護者の皆様にもお手伝いいた

だき、無事に新年を迎えるための準備ができました。ご協力、ありがとうございました。 

２月の予定  部活動終了１７：１５ 最終下校１７：３０   

１日（金）本校入試前日準備 

２日（土）本校入試 

４日（月）本校入試に関わる休業 

５日（火）中央委員会 １・２年学年末テスト範囲発表 

８日（金）実行専門委員会 本校入試合格発表 

１１日（月）建国記念の日 

１２日（火）１・２年学年末テスト週間 

１９日（火）１・２年学年末テスト（２０日まで） 

２１日（木）PTA 役員会 

２２日（金）第４回参観日（午前中のみ） 
 



 

 

 

 


